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肥料特に窒素の増施がイネカラバエの被害並びに発生に及ぼす影響

118

ｲ-i 田 俊

(農林省北陸腱業試験場）

Iまえがき

害虫による作物の被害と肥料条件，とくに窒糸肥料と
の関係については既に沢山の研究結果が報告されてい
る。しかしその原則づけは決して易しいものではない。
それらの中ニカメイチュウについては栄掩k"'､樅的にま
で詳細に追究されつつあるが，イネゾノラバエについ’ては

なお未嚇点が残されている。
岡本氏はイネカラバエの発生が多くなった〃;咽の－．

つとして窒素肥料を多く施用するようになったことを挙
げているが，戦後における硫安の消州kとイネカラバエ

の発生との相関は非常に密接であるという。ところが，
本虫による被害と窒素肥料との関係を知ろうとした試験
の結果は現在まで数氏によって報告されているとはい
え，それらはまだ必ずしも一致しているとは言えないよ
うである。

従って筆者もまた窒素肥料の増施がイネカラバエの発
生にどのような影禅を与えるかを知ろうとしてliW1場試験
を行ったところ，その結果は今までの報告とは史に異っ
たものとなった。そこで現在までに報告された此稚の場
面の研究結果を総説し，また筆者による研究結果を紹介
して，それぞれの結果における異同点が何によるかを総
合的に考察することも，この種の場面の問題をなるべく
正しく理解し研究を発展させる上に有意義であろうと考
えた。この点に関して小女が多少とも参考となれば能で
ある。本文に入るに先だち，有益な御意見と原柚の職ll校
閲をいただいた田村市太郎氏に厚く御礼申し上げる。

I現在までの報告の要点的紹介
8）

(1)最初の報告古く湯淺氏は秋田県において施肥蛾の
変動がイネカラバエによる傷穂率に及ぼす形勢を試験し
た結果「その成絲は極めて錯雑しており，容易に－.定の
傾向を把推することが困雌であるが，結果を第1炎の,k
うに盤III!すれば傷馳率を変動させることは確災であると
思われ，多肥区，雌燐酸区，無加皿区では傷弛率が尚く
な{〕，無肥料区，雌窒来区では傷他率が低くなる傾向も

見えないこともない。しかし肥料の影郷の要因は現在で
は未だ推測の域を脱することができない」と紬諭してい

る。

錐1表肥料が傷穂率に及ぼす影稗

(表中の数字は品諏数）（湯浅，1952）

多肥|無肥|無N|無P|無K＊

+|1il6-7~|~i3T~iz

±｜,:卜:’茎‘：‘：
＊試験は2区制で行われ

＋は2区とも傷穂率が墹加したもの

－は2区とも慨穂率が減少したもの

±は2区において傾向が相異したもの

0）

(2)中国地方における岡本氏の研究岡本氏は島根県赤

名或は姫跣において多ｲ|施肥l,tと鋪2化lUlイネカラバエ

の被Ilizとの|兇l係を試験してきた。それらの試験項'二Iの数

は多く，その結果も複雑してり､るが，施肥l,tを多くする

と被'ilfが多くなった場合もあり，また全施肥l,tを変えて

も或は要衆別に施肥IItを変えても被'!fに族のみられなか

った場合もある。

それらの｢|',j牒肥と追肥の;¥ll台及び追肥の回数を極々

変えた試験の結眼では,ifilluの剖合を多くする礎，また

その分施llil数を多くする礎被害が多くなる傾向があっ

た。ところが全IItjIL肥とすると無肥，普通肥（堆肥300

l'I,硫安3i'f,過燐酸石灰51'l,硫酸加皿2箇）及び多

肥(#¥jm肥区の2倍）の間で第2化lりlの被,ilf発現過穐に

策がみられなかった。

これらの試験を通じて同氏は，肥料と第2化'’1被害と

の|腱l係は要するに第2化IUI成虫出現期に稲が肥料を多く

吸収して難色が濃くなっていれば被害が多くなるが，肥

料を噸施してもその時lりlの莱色が澱くなければ被害は多

くならないようであるといっている。これは第2化期に

はllu料を多く吸収し，難色の淡い稲に成虫が多く集まっ

てI唯卵-j-るためであるという。従って7月頃窒素過多の

状態にしないことが水虫の被‘“f"|:有効な下段である

と紬紬している。
3）

(3)秋田県における湖山氏の研究湖山l〔は秋III県大llll

において肥料3要衆の形愁をしらべた。その結果は窒素

施川蚊が恥す腱傷穂数は漸墹し，加吸の多用は逆に傷穂

数を漸減させる伽向が見られたが，傷穂率には影徹はな

かった。
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北陸62号では多肥区の傷穂数も非常に少く，少肥区と差

がなかったので，ヤチコガネの結果だけをここに紹介す

ると第3表の通りである。すなわち多肥疎植栽培をする
と産卵数は箸るしく多くなり，傷穂数も傷穂率も増大す
る。ところが栽植密度が等しい多肥標植区と標準区とを
比較すると産卵数では多肥区が多いとまではいいきれな
いが，傷穂数では多くなった。しかし穂数も多くなるた
めに傷穂率では標準区とあまり差がなくなった。

＊〕

Ⅲ筆者の行った試験成織

以上に紹介した研究は主として被害が多くなるかどう
かという面から肥料の問題を追究したものであった。従
って本虫3化地帯における試験は専ら傷穂を作る第2化
期を対象として行われた。それらに対して筆者は窒素肥
料の多施がイネカラバエの発生を増大する要因となる
か，またなるとすればどのような機作によるものかを明
らかにする目的で，窒素肥料増施の問題をとり挙げた。
この目的のためには第1化期についても調査を行う必要
がある。しかし試験方法が適正を欠いたため，第1化期
の試験結果は紹介するに足るものとはならなかった。従
ってここには第2化期の試験から得られた結果だけを報
告するにとどめる。
(1)試験方法

蕊鴛鱸蝋蹴感…介上
i)無肥料密植区坪当120株(5寸×6寸）
ii)無肥料標植区〃60株(1尺×6寸）
iii)多窒素標植区〃60株（〃）
iv)多窒素疎植区〃30株(1尺×1.2尺）
各区の面救は8坪で，番外を除き各区には農林’号
一(早生，イネカラバエ抵抗性中弱)，ギンマサリ（中早
生，中弱)，シロガネ（中生，弱）の3品種が各2坪ず
つ栽植された。それらの播種日は4月30日，移植日は6
月2日であった。多窒素区は基肥として反当硫安14貫，
過燐酸石灰6貫,'塩化加里3貫を，また追肥として硫安
だけ反当6貫を7月25日に施用した。調査は各区につい
て産卵及び傷穂を，また無肥料標植区及び多窒素疎植区
において被害発現過程の調査を行った。
②第2化期の産卵農林1号とシロガネは8月2日
（産卵期間の末期）ギリマサリば8月6日（産卵終了期
頃）に各区の各品種死坪に相当するだけの株数を抜取っ
て産卵調査を行った。この時期にはすでに脱落した卵も
あったようであるが，これらは数には入っていなし§。え
られた結果は第4表の通りである。

同氏の調査によれば，坪当総茎数と諾産卵数の間には

＋0.92という高い相関係数がえられ，諾茎数の増加と

総産卵数の増加は非常に密接であった。従って窒素肥

料の影瀞も結局窒素多施によって産卵時の茎数が増加

し，それに伴って産卵数も蛎加するために傷穂数が多く

なるが，全穂数も噸加するので傷穂率では差がなくなる

のであると考察している。

側北陸農試における試験結果北陸農試においては以

前に害虫研究室と水稲育成研究室でこの問題をとりあげ

た。まず害虫研究室の結果を紹介しよう。多窒素区は反

当成分趣で窒素2.2賃，燐酸1.4ff,加里1.2H,無窒素

区は窒素無施用の他は前区と同愈とし，これらを全最基

肥としたところ第2表のような結果がえられた。

第2表多窒素及び無窒素栽培における産卵及び傷穂の

相違（100株調査）（北陸農試害虫研究室）

言荒TI"1重函卵鍾|潮蕊|穂鍵|婁穂|篁穂
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22541
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28281

15471’
術考：栽植密度は1尺×6寸（坪60橡）

ユ〕

この結果に対して飯島氏等は窒素の多施は産卵数及

び産卵茎数を増加するが，それは多窒素によって産卵対

象個体である茎数が増加するためであるといい，また傷

穂数は改良愛国では多窒素区の方が多いが農林21号では

反って少くなっているところから，幼虫の発育は別個の

場面に属する複雑な諸関係によるのであろうといってい

る。なお第2表によれば改良愛国でも多窒素区は穂数が

増加するために傷穂率では逆に無窒素区より低くなって

いることがわかる。次ぎに，水稲育成研究室の試験結果
7〕

は末次等によって報告されている。それによれば品種は

抵抗性の弱いヤチコガネと強い北陸62号が使われたが，

第3表肥料の多少及び栽培密度が第2化期イネカラバ

エの産卵数及び傷穂率に及ぼす影響（末次等，1958）

坪当施
量(匁）

当坪当
傷穂率

（％）
数傷穂数

区

NIPIK
０
６
８
８

１
１
１

３
４
２
２
．

２
１
４
４

３
４
２
２ｉ

準
植
植
植

密
標
疎

肥
肥
肥

標
少
多
多

80

120

80

40

841

636

1019

704

76

61

101

113

9．0

9．6

9．9

16．1

１
７
３
４

１
１
６

備考品種はヤチコガネ

N,P,Kはそれぞれ硫安，過燐酸石灰，塩化

．加里で全量基肥

累丁一言万燕頑扉露和33年2月富山市に索ける北陸
病害虫研究会で報告した。
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第4表肥料及び栽植密度が第2化期イネカラバエの産

卵に及ぼす影響

第5表窒素増施及び栽植密度が第2化期イネカラバエ

の傷穂率に及ぼす影響

ネ
蝿
率

ガ
鋤
咽
１

口
傷
数

シ
ｉ
鋤
『

穂

却
獅
率

穂

マ

鰹

ンギ
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号
一
癖
率

１
穂

林
傷
数

避
釧
剰

１
１
ト
吋
搾

査
数

調
株

当
植
数

坪
栽
株

窒
素
肥
料

農林1号219871110．5139．7

無肥料ギンマサリ197921370．7046．7
密植シロカネ191841080．5743．9

平均20218811910.591438

12060595416召468234.9417％
無

肥60，30408103125．22774014．4291

％
6715．1

88130.3

60301705324．55805910.2541

3011514901114123.31534118122.1142]

10018.5

209149.6ｌ多窒

|鋼襄要職塞無肥料
標植

｜平均''421,811541'09169‘

備考：調査株数は'/@坪株数である。

第5表によれば'/2坪当りの穂数，傷穂数及び傷穂率は

各区で非常に異っている。そしてギンマサリとシロガネ

では傷穂数でも傷穂率でも多窒素疎植区が最商で，無肥

料密植区ほ最低である。また同じ棟植区でも多窒素区は

無肥料区より傷穂数は多い。第4表に示されるように'h

坪当産卵茎数は無肥料標植区の方が多窒素棟植区より少

し多かったことから考えると，多窒素区の方が産卵より

傷穂を作るまでの死亡率が低いらしいことが想像され

る。しかし傷穂率では多窒素区は穂数が多いために無肥

料標植区より低くなった。ところが鰹林1号は以上2品

種とは趣を異にし，多窒素区よりもむしろ無肥料区の方

が傷穂率が商いような傾向がうかがわれ，更に無肥料密

植区と多窒素標植区では被害が非常に低いことがわか

るo

(4)産卵茎のみについての被害の出現率次に前項に示

されたことを予め目印をつけておいた産卵茎だけについ

て調べた被害の出現状況によって更に明確にすることに

した｡無肥料標植区及び多窒素疎植区の各品種について，

8月1日に産卵茎の指定を行った。指定株数は無肥料区

は各品種10株ずつ，多窒素区はギンマサリは4株その他

は5株で，指定茎数は各品種約70～90茎であった。出穂

後幼虫が蛎化したと思われる時期を見計って株を刈取

り，指定した茎だけについて被害葉及び傷穂の出現状

況，虫の存否を調査した。その結果は第6表の通りであ

る。

まずギンマサリとシロガネについては，被害出現茎率

でも傷穂出現茎率でも無肥料区より多窒素区の方が高く

なった。すなわち孵化幼虫が茎内に食入して被害を最初

に出現させるまでの死亡率も，たも被害を出現させたも

ののうちで幼穂を食うまでに死亡したものの割合も多窒

素区の方が低くなった。従って在虫茎率（産卵茎に対す

る）も高くなった。つまり卯から踊化までの死亡率は多

窒素区の方が低くなったわけである。ところが農林’号

では以上2品種とは全く逆の傾向さえ見られ，前項の傷

穂調査の結果と同様の傾向が示された．但し在虫茎率で

1妻|#|雛
農林1

ギンマサ
多窒素

馴菫｡篭,",”,“,｡”
標

９
６
５
－
３

●
●
●
●

１
５
６
－
１

３
３
３
－
３’

｜農林1号1741皿Ⅲ72099638
多窒素ギンマサリ1601031751．0964．4
疎植シロカネ1601031560．981644

平均’16‘ユ06116811021“2

第4表によれば'/G坪内の産卵数及び産卵茎数の3区平

均値は多窒素疎植区が最も多く，無肥料標植区もそれに

次いで多い。しかし無肥料密植区はずっと少く，多窒素

標植区は最も少いoそして'/b坪内の茎数と見較べると，

多窒素疎植区，無肥料密植区，多窒素標植区はこの順に

茎数は増加しているのに産卵数及び産卵茎数は減少して

いる。すなわち負の相関々係があるが，茎数の最も少い

無肥料標植区は多窒素疎植区より産卵数及び産卵茎数は
かえって少いo

次にユ茎当産卵数及び産卵茎率では茎数の最も少い無

肥料標植区が僅かの差で最高で，以下多窒素疎植区，無
肥料密植区，多窒素標植区と茎数が多くなるにつれて低
くなる。すなわち，1茎当産卵数及び産卵茎率は茎数と

負の相関があるわけである。

なお，品種別に見た場合はギンマサリは他の2品種よ

り全区で僅かに産卵数が多い。これは調査日が遅かった

ためかも知れないが有意な差ではなかろう。

以上の結果から産卵は肥料による聖りもむしろ面祇当

りの茎数（茎数密度）に左右されるところが大きいこと

がわかるo

(3)懐穂数及び爆穂率の差各区の各品種それぞれ'/2坪

に相当する株数を抽出して傷穂調査を行った結果は第5
表の通りである。

●■垂
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索6表窒素肥料増施による第2化期被害出現過程及び在虫茎率の差（産卵篝だけについての値〕
0

＊）

(AXB)×100｜竈素鵬料種
ロ
ﾛ回

I

農林1号

ギンマサリ

シ･カネ’

％’

1
％

０
０
０
０
０
０

６
３
６
３
６
３

Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ

〃
ノ
ノ
″
ノ
グ
／
‐
ノ
〃
・
ノ

３
６
３
７
１
２

１
１
２
２

無
多
無
多
無
多

４
７
０
６
３
０

８
７
７
８
８
９

35．7

28．9

42．9

66.3

47.0

74.4

34．5

26．0

20．0

41．9

36．1

63．3

8．3

9．1

14．3

31.4

34.9

54.4
’

３
９
３
７
３
５

５
３
２
１’

*）この値は被害を出現したものの中で穂を食うまでに死亡したものの割合

ii)中生のギンマサリ，シロガネでは産卵茎のうち幼
虫が食入して最初の被害を現わす茎の割合も，またこ

れら被害を現わした茎のうち傷穂となる茎の割合も，
多窒素栽培の方が高くなった。従って最後の虫の生存
率も多窒素区の方が高くなった。

iii)幾林1号の被害の出現率は前記2品種と異り，逆
の傾向さえ見られたが，多窒素区では出穂期がおくれ
るために傷穂茎に姉の存在する割合が高くなった。

jv)以上のことから多窒素栽培は第2化期イネカラバ
ェの幼虫の生育生存に好適条件となり，発生を助長す
る原因となりうる。しかし実際の被害発生に関しては
産卵が茎数密度に左右されるために，産卵との複合的
結果として現われる。

v)農林1号の被害出現における無肥，多窒素両区の
差が有意なものであるかどうか，またどこにその原因
があるかは，更に追究しなければならないことであ

はむしる少し商く，また無肥料区では調査時にまだ卿化

しない幼虫が数頭みられたので，その後の幼虫死亡の可

能性をも考えると，虫の生存率では多窒素区の方が高か

ったことになる。

(5)煤穂茎における在虫率の差筆者の他の調査によれ

ば早生稲では出穂期が早い品種程傷穂茎における在踊率

が低くなる傾向がみられた。多窒素栽培は一般に出穂期

を遅らせるために，盤林’号の多窒素区では傷穂出現茎

率は無肥料区より低かったのに，在虫茎率では反って高

くなったのであろう。さらにこのことを明らかにするた

めに，挫林’号の出穂後に無肥標植区及び多窒素疎植区
から時き傷穂をとってそれらの在虫率を調べた結果を第
7表に示す。

第7表無肥料標植区及び多窒素標植区の農林1号の傷

穂茎における在虫状況の差

肥料｜調査日|裳穂|幼虫|鋤|噸殻|蜑幼|死蝿|在虫率 るo

なお多窒素区における稲の生育が終始窒素過多的状態
にあったことをここに特記しておきたいo
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以上のように筆者の試験成繊をさきに紹介した数氏の
結果と比較すると一致しない点のあることがわかろう。
次にそれらの点について考察を加えることにしよう。
(1)産卵筆者の結果では産卵は窒素の施用量より
は，むしろ茎数密度と密接な関係があり’1茎当産卵数
や産卵茎率ばかりでなく，或る茎数以上では一定面積内
総産卵数も総茎数と負の相関傾向があったが，これは総
産卵数は総茎数と正の相関を係にあるという湖山氏の結
果或は飯島氏等のいうところと矛盾する外’岡本氏の多
肥によって葉色の濃くなったところへ，成虫が集まって
産卵するという結果とも異る。しかし，筆者の試験と設
計がよく似ている末次氏等の結果では多肥標植区の産卵
数は筆者のとは違って低くはないが，また飯島氏等のよ

*）1茎2頭在虫1例

前記の調査においては，農林1号では出穂後短期間に

在虫率が急激に低くなっていったが，本表に示した結果

でばすでにその時期も過ぎており，また日による変動も

大きいが，全体を通じて多窒素区の方が2培以上の高率

で傷穂茎内に姉が存在したことがわかる。

(6)総括この試験の結果をまとめると次の狙うに

なる。

i)産卵は肥料条件よりもむしろ茎数密度によって左

右される。
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うに高くもない。ところが多肥疎植区だけは箸るしく産

卵数が多く筆者の結果と一致している。第2表によれば

飯島氏等の場合でも産卵茎率では筆者と同じように茎数

と負の相関傾向がみられるが，産卵数は1茎当り0.22～

0.38で，筆者の場合の産卵数の最も少い多窒素標植区よ

りも少い。こんなことも両者の試験結果を異るものにし
た原因の一つであったかもしれない。

次に高田と大曲及び以下の参考のために島根県赤
5）

名，姫路における水稲中生品種の生育経過並びに岡本氏

を参考にしてイネカラバエの産卵時期を図示すれば第1
図の通りになる。これによると高田では最高分げつ期以

後に第2化期の産卵時期がくるのに対して，2化地帯の

大曲では最高分げつ期前に大部分の産卵が終了する。従
って産卵時期の茎数は大曲の方が高田よりもずっと少い

わけである。筆者の試験結果でも前記したように茎数が

最も少ぃ無肥標植区は茎数がそれより多い多窒素疎植

区より面識当産卵数は少く，特にシロガネではそれが顕

箸であったが，このことも参考にして産卵数と茎数密度

との関係を考えると，茎数がある値までは総産卵数は茎

数にともなって多くなり，それ以上では茎数と逆比例し

て減少する。すなわち1山型となるであろうことが最も
可能性の高いこととして考えられる。そして湖山氏の場
合，或は一般に2化地撫では産卵時期が鍛商分げつ期以

前で，茎数が産卵数の蛾高価を示す茎数密度よりも少い
ところにあるために，総卵数が茎数と正の相関を示すも

のと解される。従って窒素多施の影蒋も茎数の蛎加によ

る産卵数の聡加という形をとると考えられる。しかし一
8）

方，2化地帯においても湯浅氏は産卵時の茎数と産卵茎
率との関係を調べた結果両者の間に有意な負の根開を係
を見出し，これは茎数が多くても産卵茎数はあまり変ら

ないためであるといっている。従って以'二の考察だけで

はなお多少の問題が残るようである。
の

岡本氏によれば3化地幣における第2化期のイネカ

ラバエの発生時期は西南日本へ行く程おそくなる。しか

し稲の作付時期も一般におそくなるために，稲の生育経

過と産卵時期の関係は第1図に示すように，赤名から姫

路へ行くにつれて次第に産卵時期の方が早まるようにも

みられるが，大体最高分げつ期頃に産卵ゑ盛期がきて，

その関係は大曲よりは商田に近い。従って筆者と岡本氏

の結果の相異は湖山氏の場合のように，稲の生育経過と

産卵時期の関係からはよく説明できそうもない。しかし

別に注目すべき事例がある。それは高田においても末次
7）

氏等によれば第8表に示すように稲を晩植すると総産卵

数が多くなったことである。これは産卵時期に茎数が少

いということもあろうが，それ以上に晩植区は産卵時期

に葉色が濃くなることも考えると，岡本氏がいうように
器〕

産卵に対する葉色の影響によるのかも知れない。筆者は

圃場における観察によって，イネカラバエの産卵活動ほ

低温，高温,日射或は雨,風などによって抑制されるよう

､
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1．一
第8表播種期の移動と第2化間の産卵（末次等）
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*)東北農試における最近2カ年の調査の結果，最高の産

卵数を示した品種は葉色の濃い品種（奥羽227号，東

北64号）で，産卵数の最も少かつたものは淡色の品種

（道人橘,黄波）であったという。（東北農試虫害研究
室：昭和32年度虫害に関する試験成績による）

第1図大曲，高田，赤名，姫路4地点における水稲
中生品種の茎数増加曲線（太線）及びイネカラバエ産卵
消長曲線（細線）

1：移植期2：最高分げつ期
3冒幼穂形成期4：出穂期

’
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な感を受けた。この他にも産卵に影響を及ぼす因子（葉
色も恐らくその1つであろう）もあると思われるが，茎
数密度と産卵数との関係もこれら種麦の産卵支配要因と
の複合によって当然変化するものと考えられ，飯島氏等
の場合のように茎数が割合多いところまで産卵数が茎数
と正の相関を示すこともあろうし，また岡本氏がいうよ
うに葉色により大きく支配される場合もあるのであろ
う。従って産卵に関して筆者のえた結果も不動のもので
あるとは勿論考えたくはない。

(2)被害湖山氏や飯島氏等の結果は量的，岡本氏
のそれは置的であるという違いはあっても，これらはい
ずれも多窒素（叉は多肥）栽培で傷穂数が多くなるのは
産卵数が多くなるためであると結論され，また前2者の
場合は傷穂率には有意差がみられなかった。しかるに筆
者の成絃では第5表にも示されるようにギンマサリとシ
ロガネの多窒素疎植区では傷穂率が非常に高くなった。

これは疎植区であるから別として，栽植密度の等しい無

肥標植及び多窒素標植の両区では後者の方が総傷穂数が
多くなっているが，傷穂率では反って低くなっている。

これは前記湖山氏や飯島氏等とやや似た結果であるが，

多窒素標植区の方が総卵数がはるかに低い値となってい

るから，内容においては異っているわけである。そして

筆者がえたような，産卵茎のうちで傷穂となるものの割

合が無肥料区より多窒素区の方が高くなったという結果

は現在まで報告されてはいない。

筆者の試験では多窒素区の葉色が鞘々 落ちる兆候を示
した7月下旬に更に窒素だけ追肥しているので，出穂期
後まで葉,色は非常に濃かった。ところが飯島氏等や末次
氏等の試験では全量基肥としているので，産卵時期～幼
虫初期の稲の栄養条件は筆者の場合と当然異っていると
いえる。また岡本氏の試験でも全量基肥とすれば被害に
差を生ずることが少く,追肥を多くしたり,追肥の回数を
増すと被害は多くなった。岡本氏はそれを葉色と産卵の
関係で説明しているわけであるが，追肥の増施によって
幼穂形成期以後に多窒素の状態になって，筆者の試験と
同じように幼虫の生存率が高くなったのではないかとい

う想像もすることができる。

一般に3化地帯においては第2化期の産卵時期は幼穂

の分化期前後であるから，稲体の窒素成分量は非常に低
くなっている筈である。ニカメイチニウでは飼料中の蛋

白質が炭水化物より多いときはその逆の場合よりも幼虫
2）

の生育に好適であるとされる（石井等)。若しこの種の
ことがイネカラバエにもあるとすれば，第2化期の産卵

時期に追肥を増施した稲と全量を基肥とした稲で被害の
出現率に差を生じた原因の1つとして稲体の栄養状態の
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差を考えることもできる。しかしこの点については今後
更に詳細な研究を行う必要があると考える。
なお大曲のような2化地帯では，稲がまだ比較的若い

うちに大部分の孵化幼虫が食入するわけで，その点3化
地帯の第2化期とは非常に異る。ただ2化地帯における
施肥垂変動試験で追肥を増施したらどうなるか，すなわ
ち幼穂分化期頃以降の稲の栄養条件の変化が幼虫の生存
率にどのような影轡を与えるかはまだ試験成縦がないた
めに不明である。

V お わ り に

多肥料乃至は多窒素栽培がイネカラバエの被害或は発
生に及ぼす影響を考える場合，産卵とその後の幼虫の生
育生存という2つの部面がある。産卵についてはこれが
外的な要因によって支配されるところが大きいために，
時と処を変えて試験すれば異った結果の出ることもやむ
をえないことであろう。本報においてはそれらの相違点
を多少とも統一づけることができたと考える。また幼虫
の生育生存についてはこれがより栄養生理的場面に属す
る問題であるために，肥料として窒素をどれだけ施用し
たかということだけで結果を論ずることば不十分であ
り，幼虫生育時期の稲の栄養条件がどうであったかをみ
なければ本質を究めることはできないと考えられる。
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